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議案１ 

令和２年度 事 業 報 告 

（令和2年4月1日～令和3年3月31日） 

 
令和2年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、事業計画について

必要な見直しを行いつつ、会員各位の協力のもとに、広報活動、学術講演会、研究発
表会、講習会、各地区現場見学会、ダムなんでも相談室、with Dam★Night 2020、
ダム工学会賞の選定と表彰等について、WEB会議システムを活用した開催、延期・中
止などの対応・措置を講じた。学会誌「ダム工学」を発行するとともに、一般の方が
ダムに関する情報を容易に得られるようダム工学会ホームページを運用した。 
調査研究委員会では、7つの研究部会の下、研究活動を行った。交流研究事業3テー

マを継続実施した。「ダムの役割と操作〜豪雨時の備えと次の一手〜」及び「ダムの
環境保全〜プラス思考の土砂管理〜」と題する一般の方向けにわかり易く解説した2
動画をダム工学会ホームページ上に公開した。また、近年、大規模洪水が頻発する中、
ダムの効果を即時的に情報開示する、並びに事前放流の洪水調節効果をさらに高める
方策に関する研究に着手した。 
会員数は、令和2年度末現在、正会員・シニア会員は792名、学生会員は95名、賛助

会員は51社となり、令和元年度に比べて、正会員・シニア会員は20名の減少、学生会
員は9名の減少、賛助会員は1社の増加となっている。 
各事業の実施については、各委員会、研究部会により安全で適切に行われた。また、

会員各位の積極的な活動に支えられた。 
 
 

 
１．委員会等活動報告 

 
（１）通常総会 

令和2年5月に通常総会（書面会議）を開催し、令和元年度事業報告及び収支
決算、理事選任について承認を得るとともに、令和2年度事業計画及び収支予
算について報告を行った。 
 
〇 第30回 通常総会 

日 時 ： 令和2年5月 
会議方法： 書面会議 
回答者 ： 468名（うち委任状による回答者316名） 
議 題 ： 令和元年度事業報告及び収支決算、会計監査報告 

理事選任 
報 告 ： 令和2年度事業計画及び収支予算 

 
（２）理事会 

以下の通り理事会を開催した。 
 

         〇 第78回 理 事 会 
日 時 ： 令和2年4月 
会議方法： 書面会議 
議 題 ： 第30回通常総会議案について 

 
 



 
 

２ 

 

         〇 第79回 理 事 会 
日 時 ： 令和2年6月 
会議方法： 書面会議 
議 題 ： 会長・副会長の選出について 

顧問の選出について 
ダム工学会表彰委員会委員選出について 
ダム工学会選考委員会委員選出について 
理事の委員会委員委嘱について 
 

〇 第80回 理 事 会 
日 時 ： 令和3年3月19日 
場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室（対面・WEB併用開催） 
議 題 ： 令和3年度事業計画（案）について 
      令和3年度収支予算（案）について 
報 告 ： 令和2年度事業執行状況について 
      会員数の推移について 

             ダム工学会通常総会までの主な日程と予定 
 

（３）評議委員会 
以下の通り評議委員会を開催した。 

 
〇 第41回 評議委員会 

日 時 ： 令和2年4月 
会議方法： 書面会議 
議 題 ： 令和2年度 理事推薦（案）について 

 令和2年度 評議委員（案）について 
 第30回通常総会議案について 

 
（４）委員会等活動 

事業活動を推進するため、企画運営委員会及び各小委員会、編集委員会、 
調査研究委員会、ダム工学会賞の関係委員会を以下の通り開催した。 

 
１）企画運営委員会 

 
〇 第88回 企画運営委員会 

日 時 ： 令和2年4月 
会議方法： 書面会議 
議 題 ： 第30回通常総会議案について 

 
〇 第89回 企画運営委員会 

日 時 ： 令和3年2月12日 
場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室（対面・WEB併用開催） 
議 題 ： 令和3年度事業計画（案）について 

    令和3年度収支予算（案）について 
報告等 ： 令和2年度事業執行状況について 
   ダム工学会通常総会までの主な日程と予定 

 
〇 各小委員会の活動内容 

 
① 総務小委員会 

通常総会、理事会、評議委員会及び企画運営委員会の運営に関する企画・
立案・実施、会員情報の管理、学会会計（会費の徴収を含む）の報告を
行った。 

 
 



 
 

３ 

 

② 学術研究発表会小委員会 
特別講演会及び研究発表会の運営に関する企画・立案・実施を行った。 

 
③ 講習会小委員会 

講習会の運営に関する企画・立案等を行った。 
 

④ 現地見学会小委員会 
現地見学会開催に関する企画・立案等を行った。 
 
 

⑤ 広報小委員会 
学会及び学会行事の広報に関する企画・立案・実施を行った。また、ホ
ームページの更新、メルマガ配信サービスにより情報提供を行った。 

 
⑥ 活性化推進小委員会 

ダム工学会の活性化推進方策の検討や、with Dam★Night 2020、各地
区活動・ダムなんでも相談室・若手の会の運営に関する企画・立案・実
施を行った。 

 
２）編集委員会 

「ダム工学」発行のため、編集委員会を計3回開催した。4月の編集委員会は、
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止した。 
 

  
〇 第122回 編集委員会 

日 時 ： 令和2年7月21日 
場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室 
議 題 ： 学術部門の掲載予定について 

一般部門の掲載予定について 
 

〇 第123回 編集委員会 
日 時 ： 令和2年10月23日 
場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室 
議 題 ： 学術部門の掲載予定について 

一般部門の掲載予定について 
 

〇 第124回 編集委員会 
日 時 ： 令和3年1月8日 
場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室（対面・WEB併用開催） 
議 題 ： 学術部門の掲載予定について 

一般部門の掲載予定について 
 

３）調査研究委員会 
 

〇 第１回 調査研究委員会 
日  時 ： 令和2年8月3日 13:30～ 
場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室（対面・WEB併用開催） 

    議 題 ： 事業報告内容の確認 
（コンクリートダム、フィルダム、地質・基礎、維持管理、

施工、ダム技術史、ダム貯水池課題研究部会） 
交流研究事業の状況報告、令和 2 年 7 月豪雨に対するダム工

学会の対応について 
 
 



 
 

４ 

 

〇 第２回 調査研究委員会 
日 時 ： 令和2年12月23日 10:00～ 
場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室（対面・WEB併用開催） 
議 題 ： 事業報告内容の確認 

（コンクリートダム、フィルダム、地質基礎、維持管理、施

工、ダム技術史、ダム貯水池課題研究部会） 
交流研究事業の状況報告、理事会等への部会報告の依頼につ

いて 
 

４）ダム工学会賞の関係委員会等 
 

〇 令和元年度 ダム工学会賞表彰式 
令和元年度 ダム工学会賞表彰式は、新型コロナウィルス感染症拡大防止
のため、5月開催を延期した後、中止した。表彰状等は、受賞者へ郵送し
た。 

 
〇 令和2年度 選考委員会 

日 時 ： 令和3年2月19日 13:30～ 
場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室（対面・WEB併用開催） 
議 題 ： 技術賞の授賞者選考 
      功績賞、技術功績賞、論文賞、著作賞の各候補者選考  

 
〇 令和2年度 表彰委員会 

日 時 ： 令和3年3月8日 13:30～ 
場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室（対面・WEB併用開催） 
議 題 ： 優秀発表賞、技術賞の授賞者選考経過報告 

功績賞、技術功績賞、論文賞、著作賞の授賞者選考 
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２．行事活動 
 
（１）研究発表会（学術講演会と合同開催） 

 
○ 令和2年度 研究発表会 

日  時 ： 令和2年11月19日 10:00～12:00 
開催方法 ： オンライン中継 
聴講者数 ： 最大120名アクセス 
発表論文数： 4編 
優秀発表賞： （優秀発表賞選考委員会での選考） 

独立行政法人水資源機構 長良川河口堰管理所 環境課 
主査 田中 幹大 氏 

『長良川河口堰におけるAI技術を活用した 
アユ遡上数自動計数システムの構築』 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ダム工学会 小長井会長により開会挨拶 水資源機構 田中氏による発表 

優秀発表賞選考委員会乗京委員長による

優秀発表賞の発表、閉会挨拶 



 
 

６ 

 

（２）学術講演会（研究発表会と合同開催） 
 

○ 第30回 特別講演会 
日  時 ： 令和2年11月19日 13:00～15:20 
開催方法 ： オンライン中継 
講  演 ： 国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 

流水管理室長 津森 貴行 氏 
『ダム管理における最近の取り組みについて』 

 
京都大学 防災研究所 水資源環境研究センター 

教授 角 哲也 氏 
①『ダム堆砂対策の促進に向けて（提言）』 
②『ダムに関する動画作成 

（ダムの役割と操作編／ダムの環境管理編）』 
③『大規模洪水に対するダム工学会の貢献 

（ダム大規模洪水対応WG）』 
 

聴講者数 ： 最大120名アクセス 
 
 
 

 

 

ダム工学会 門松前会長による開会挨拶 国土交通省 津森流水管理室長による講演 

京都大学防災研究所 角教授による講演 



 
 

７ 

 

（３）現地見学会 
 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止した。 
 
 

（４）講習会 
 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止した。 
 

 
（５）活性化関連活動 

 
○ 令和2年度 北海道地区現場見学会（北海道土木技術会との共催） 
○ 令和2年度 東北地区現場研修会 
○ 令和2年度 中国・四国地区現場研修会 
○ 令和2年度 九州地区現場見学会 
○ with Dam★Night 2020 
○ with Dam★Night in 仙台 2020 

   ○ with Dam★Night in Kyusyu 
   ○ ダムなんでも相談室 
 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、以上中止した。 
 



 
 

８ 

 

○ 第７回 ダムを知るための若手技術者勉強会 
開 催 日 ： 令和3年1月18日 13:00～17:00 
開催方法 ： オンライン中継 
概  要 ： ダム事業で貢献できるSDGs（持続可能な開発目標）につ

          いてオンライン講演を行った。 
参加者数 ： 72名（学生39名） 

 
 

 
パンフレット 



 
 

９ 

 

 

プログラム 

 

 

配信状況(1) 配信状況(2) 
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○ with Dam★Night at HOME 
開 催 日 ： 令和2年11月3日 
開催方法 ： オンライン中継 
参加者数 ： 151名（チケット購入者数） 
 

wDN プログラム 
司会：夜雀 

19:00  開会挨拶 
ダム工学会 会長 小長井 一男 

19:05～19:25 水資源機構川上ダムの現場見学 
現場リポーター：dashelo 

19:30～19:50 令和 2 年 7 月豪雨における木曽川上流ダム群の洪水時操作 
中部地方整備局 木曽川上流河川事務所 髙𣘺 裕輔 

19:55～20:15 大阪府安威川ダムの現場見学 
現場リポーター：夜雀 

20:20～20:50 海外の排砂バイパス事例紹介 
京都大学 防災研究所 水資源環境研究センター 

教授 角 哲也 氏 
20:55 閉会挨拶 

京都大学 防災研究所 水資源環境研究センター 
教授 角 哲也 氏 

 
 

配信状況(1) 

 

配信状況(2) 
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パンフレット 
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３．研究活動 
 
（１）研究部会 

調査研究委員会の研究部会は、コンクリートダム、フィルダム、地質・基礎、
維持管理、施工、ダム技術史、ダム貯水池課題研究部会の7部門から構成され、
各研究部会において研究活動が行われた。 

 
 

①  コンクリートダム研究部会 
研究テーマ「ダム管理期間としての第IV期設定について」、各編技術コ

ラムの素案を作成しながら議論を重ね、技術コラム案を作成した。技術コ
ラム案の完成を目指し推敲を行った。 

 

〇 第１回 コンクリートダム研究部会 
  期 日 ： 令和2年5月22日 
  場 所 ： メール審議 
〇 第２回 コンクリートダム研究部会 
  期 日 ： 令和2年11月26日 
  場 所 ： (一財)ダム技術センター AB 会議室 

 
 

②  フィルダム研究部会 
ダム型式（アースフィル、ゾーン型ロックフィル、表面遮水型）、新規

建設・再開発（嵩上げ、耐震補強）、適用した設計基準（構造令制定の
前後）、施工方法等を考慮して、代表ダムを選定し、個表により諸情報
をとりまとめ、技術的変遷について分析を行った。 
 

〇 第１回 フィルダム研究部会 
  期 日 ： 令和2年10月25日 
 場 所 ： メール審議 

 
 

③ 地質・基礎研究部会 
「ダム（堤体、貯水池周辺斜面）の維持管理・再開発における地質調査

に関する研究」について、既往文献に基づく事例研究とそのとりまとめを
行った。また、新規研究テーマについて検討を行った。 

 

〇  第１回 地質・基礎研究部会 
  期 日 ： 令和2年10月1日 
  場 所 ： WEB会議 
〇 第２回 地質・基礎研究部会 
  期 日 ： 令和3年1月25日 
  場 所 ： WEB会議 



 
 

１３ 

 

④ 維持管理研究部会 
「ダム堆砂の有効活用に関する事例研究」について、意見公募用の中間報
告を作成し、意見公募をダム工学会HPで行った。また、三峰川総合開発工
事事務所、下久保ダム管理所とWEB会議を行い、堆砂の活用促進に関する
意見交換会を行った。また、部会報告用の素原稿を作成した。堆砂の有効
活用について、提言を検討した。 

 

〇  第１回 維持管理研究部会 
  期 日 ： 令和2年9月下旬 
  場 所 ： (一財)ダム技術センター 
〇  第２回 維持管理研究部会 
  期 日 ： 令和3年2月18日 
  場 所 ： (一財)ダム技術センター 

 
 

⑤ 施工研究部会 
新規研究テーマ「ダムコンクリート強度試験の合理化」について、コン

クリートの品質管理と品質検査に関する既存文献をレビューするととも
に、近年施工されたコンクリートダム本体施工時の品質管理データ、品
質管理方法を収集・分析し、強度試験の合理化の可能性について具体的
な検討を進めた。 

 

〇  第１回 施工研究部会 
  期 日 ： 令和2年10月2日 
  場 所 ： (一財)ダム技術センター 
〇  第２回 施工研究部会 
  期 日 ： 令和2年12月14日 
  場 所 ： (一財)ダム技術センター 
〇  第３回 施工研究部会 
  期 日 ： 令和3年2月26日 
  場 所 ： (一財)ダム技術センター 

 
 

⑥ ダム技術史研究部会 
技術的な分岐点となるダム技術史のとりまとめを行うとともに、出版に

向けた調整を実施した。 
 

〇  第１回 ダム技術史研究部会 
  期 日 ： 令和2年10月13日 
  場 所 ： (一財)ダム技術センター AB会議室 
〇  第２回 ダム技術史研究部会 
  期 日 ： 令和2年11月12日 
  場 所 ： WEB会議 
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⑦ ダム貯水池課題研究部会 
ダム再生に関する情報収集を行うとともに、部会報告の内容についてと

りまとめを行った。また、当部会の下部組織として立ち上げた「ダム動画
作成WG」と「ダム大規模洪水対応WG」の活動を行った。 

 

【ダム貯水池課題研究部会】 
 
〇  第１回 ダム貯水池課題研究部会 
  期 日 ： 令和2年8月19日 
  場 所 ： (一財)ダム技術センター CD会議室 
〇  第２回 ダム貯水池課題研究部会 
  期 日 ： 令和2年10月26日 
  場 所 ： WEB会議 
〇  第３回 ダム貯水池課題研究部会 
  期 日 ： 令和2年10月29日 
  場 所 ： WEB会議 

 

  【ダム大規模洪水対応ワーキング】 
近年、大規模洪水が頻発する中、ダムの効果を即時的に情報開示する、

並びに事前放流の洪水調節効果をさらに高める方策に関する研究に着手
した。 

 
○ 第１回  ダム大規模洪水対応ワーキング 
  日 時  ： 令和2年8月21日 
  開催方法 ： 対面・WEB併用開催 
○ 第２回  ダム大規模洪水対応ワーキング 

日 時  ： 令和2年10月7日 
開催方法 ： 対面・WEB併用開催 

○ 第３回  ダム大規模洪水対応ワーキング 
日 時  ： 令和2年12月16日 
開催方法 ： 対面・WEB併用開催 
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  【動画作成ワーキング】 
 

〇  第１回 動画作成ワーキング 
日 時 ： 令和2年4月28日 
場 所 ： (一財)ダム技術センター   AB会議室 

〇  第２回 動画作成ワーキング 
日 時 ： 令和2年6月9日 
場 所 ： (一財)ダム技術センター   AB会議室 

〇  第３回 動画作成ワーキング 
日 時 ： 令和2年7月2日 
場 所 ： 所外 

〇  【公表】 
日 時 ： 令和2年9月1日（一般公開） 
「ダムの役割と操作～豪雨時の備えと次の一手～」及び「ダムの環境
保全～プラス思考の土砂管理～」と題する一般の方向けに分かり易く
解説した2動画をダム工学会ホームページ上に公開した。 
 
 
 

  

「ダムの役割と操作～豪雨時の備えと次の一手～」 
  

「ダムの環境保全～プラス思考の土砂管理～」 
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（２）交流研究事業 
「ダムコンクリートの温度ひび割れに関する研究」、「コンクリートダム躯

体の健全度評価のための非破壊試験に関する研究」、「ダム下流への土砂供給

によって形成される河床地形の物理－生態環境評価手法に関する研究」につい

て継続した。 
 

① ダムコンクリートの温度ひび割れに関する研究 
研究者    法政大学デザイン工学部都市環境デザイン工学科 

溝渕 利明教授 
研究フィールド 全国各地域から最近完成した 37 ダムを選定 

 

② コンクリートダム躯体の健全度評価のための非破壊検査に関する研

究 
研究者          首都大学東京 都市環境科学研究科 

                       大野 健太郎助教 
研究フィールド 国土交通省関東地方整備局 湯西川ダム等 

 

③ ダム下流への土砂供給によって形成される河床地形の物理－生態環

境評価手法に関する研究 
研究者     京都大学防災研究所 水資源環境研究センター 

                       竹門 康弘准教授 
研究フィールド 国土交通省中部地方整備局 小渋ダム等 
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４．出版活動 
 

学会誌「ダム工学」 
       令和2年度は、2回の会誌発行を行った。 
 

VOL.30 No.2 令和2年 9月15日発行 
論  文：4件 
報  告：2件 
部会報告：1件 

 
VOL.31 No.1 令和3年 3月15日発行 

論  文：6件 
報  告：2件 
部会報告：3件 

 
 
 

 

VOL.30 №2 令和 2年 9月 15日発行      VOL.31 №1 令和 3年 3月 15 日発行 
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５．会員入会状況 
 

（１）会員数等の推移 

※会員数は年度末現在の値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）会員獲得等の主な取り組み 

・若手の会で「第7回ダムを知るための若手技術者勉強会」を開催し、参加し

た学生に入会を呼びかけた。 

・学生会員を対象に通常総会案内を通じて正会員への移行を呼びかけた。 

会員種別 令和元年度 令和2年度 備   考 

正 会 員 710名 693名 17名減 
シニア会員 102名 99名 3名減 

学生会員 104名 95名 9名減 

合  計 916名 887名 29名減 

賛助会員 50社 51社 1社増 
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科目 予算額 決算額 差異 備考

１．会費収入（①～④計） 10,790,000 10,749,725 40,275

①正会員会費 3,600,000 3,379,725 220,275 567口(手数料￥22,275差引)

②学生会員会費 0 0 0

③シニア会員会費 190,000 720,000 △ 530,000 3万(16口)+4万(6口)

④賛助会員会費 7,000,000 6,650,000 350,000 133口

２．事業収入（①～⑦計） 2,425,000 21,840 2,403,160

　①総務小委員会収入 370,000 0 370,000 総会後の懇親会中止

②研究発表会収入 200,000 0 200,000 WEB開催による減（プログラム代）

③現地見学会収入 1,215,000 0 1,215,000 現地見学会中止

④講習会収入 0 0 0 講習会中止

⑤表彰関係収入 0 0 0

⑥活性化推進収入 640,000 21,840 618,160

　　　若手の会 150,000 0 150,000 WEB開催

　　　ダムなんでも相談室 0 0 0 中止

　　　北海道ブロック 170,000 0 170,000 現地見学会中止

　　　東北ブロック 20,000 0 20,000 WDN中止

　　　中部近畿ブロック 150,000 0 150,000 WEB開催

　　　中国四国ブロック 0 0 0 中止

　　　九州ブロック 150,000 0 150,000 WDN中止

      With Dam Night　2020 0 21,840 0 会場使用料還付金

⑦調査研究収入 0 0 0

　　　コンクリートダム研究部会 0 0 0

　　　フィルダム研究部会 0 0 0

      交流研究事業 0 0 0

　　　維持管理研究部会 0 0 0

　　　施工研究部会 0 0 0

　　　ダム技術史研究部会 0 0 0

      ダム貯水池課題研究部会 0 0 0

　    交流研究事業 0 0 0

３．刊行収入（①～④計） 1,001,000 1,104,074 △ 103,074

①会誌一般頒布収入 296,000 188,000 108,000

②会誌広告料 600,000 720,000 △ 120,000

③抜刷別刷収入 75,000 98,000 △ 23,000

④その他収入 30,000 98,074 △ 68,074 JAC著作権使用料等分配金

４．図書出版事業収入 30,000 303,126 △ 273,126
フィルダムの変位計測に関するGPS利用マ

ニュアル（国際航業㈱100部）、ダムの科学

５．雑収入（①～②計） 1,571,000 520,030 1,050,970

①補助金収入 1,570,000 520,000 1,050,000 河川整備基金(\520,000)

②受取利息 1,000 30 970

小計（１～５計） 15,817,000 12,698,795 3,118,205

６．前年度繰越金 18,350,130 18,350,130 0

合計（小計+６） 34,167,130 31,048,925 3,118,205

（単位：円）

収入の部

議案2 

 

 

 

令和2年度 収支決算報告 

（令和2年4月1日～令和3年3月31日） 
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科目 予算額 決算額 差異 備考

１．事業支出（①～⑦計） 10,882,000 1,695,107 9,736,453

①研究発表会支出 955,000 77,627 877,373 研究発表会・特別講演会同時開催

②現地見学会支出 1,455,000 880 1,454,120 現地見学会中止

③講習会支出 450,000 770 449,230 講習会中止

④表彰関係支出 1,210,000 876,068 333,932 表彰・選考委員会　経費

⑤広報支出 120,000 108,460 11,540 広報小委員会

⑥活性化推進支出 5,870,000 475,937 5,394,063 活性化推進小委員会

　　　若手の会 1,450,000 39,050 1,410,950 WEB開催経費

　　　ダムなんでも相談室 920,000 550 919,450 ダムなんでも相談室中止

　　　北海道ブロック 700,000 550 699,450 現地見学会中止

　　　東北ブロック 450,000 880 449,120 WDN中止

　　　中部近畿ブロック 520,000 432,927 87,073 WEB開催経費

　　　中国四国ブロック 300,000 770 299,230 現地見学会中止

　　　九州ブロック 1,280,000 690 1,279,310 WDN中止

　　　with Dam Night 2020 250,000 520 249,480 WDN中止

⑦調査研究支出 822,000 155,365 666,635

　　　コンクリートダム研究部会 31,000 3,165 27,835

　　　フィルダム研究部会 0 0 0

　　　地質・基礎研究部会 30,000 880 29,120

　　　維持管理研究部会 60,000 0 60,000

　　　施工研究部会 0 0 0

　　　ダム技術史研究部会 1,000 880 120

      ダム貯水池課題研究部会 100,000 150,440 △ 50,440 動画作成WG　経費

      交流研究事業 600,000 0 600,000 交流研究補助金

２．刊行支出 2,900,000 3,431,878 △ 531,878

①会誌作成費 2,900,000 3,431,878 △ 531,878 発送料含む

３．図書出版事業支出 0 0 0

４．事務支出（①～⑪計） 2,000,000 1,232,742 767,258

①会場費 420,000 433,840 △ 13,840 研究発表会・特別講演会　会場費

②会議費 680,000 21,030 658,970
動画作成WG・研究発表会・特別講
演会　経費

③印刷製本費 210,000 0 210,000 総会書面開催による減

④諸謝金 135,000 95,000 40,000 ダム工学 巻頭言・査読料

⑤消耗品費 0 0 0

⑥通信費 100,000 167,544 △ 67,544 会費請求書　送付等

⑦支払手数料 60,000 169,162 △ 109,162 WEBバンク・口座振替手数料等

⑧旅費交通費 0 0 0

⑨コンサルタント料 200,000 206,000 △ 6,000
会計顧問報酬・登記謄本手続き代
行手数料

⑩雑費 150,000 127,100 22,900
ダム日本購読料,日本工学会会費
防災学術連携体会費等

⑪源泉徴収費 45,000 13,066 31,934
ダム工学会からの諸謝金に対する
源泉徴収税

５．予備費支出 100,000 0 100,000

小計（１～５計） 15,882,000 6,359,727 9,522,273

６．繰越金 18,285,130 24,689,198 △ 6,404,068

合計（小計+６） 34,167,130 31,048,925 3,118,205

注1　R2の決算収支　12,698,795　－　6,359,727　＝　6,339,068

注2　予算額と決算額の主な差異について別添参照

（単位：円）

支出の部
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予算額と決算額の主な差異について（補足説明） 
 
 
収入の部 
 
1.③シニア会員会費 

60 歳シニア会員の大幅増による。 
 
2.⑥活性化推進収入 

With Dam Night 2020 
前年度予算で会場予約のため支弁した還付金（全額）。 

 
3.刊行収入（①～④計） 

会誌発行回数 4 回から 2 回への変更にともなう差異。 
 
4.図書出版事業収入 

「フィルダムの変位計測に関する GPS 利用マニュアル」国際航業より計 100 部の注文があったた

め大幅増。 
 
5.①補助金収入 

ダムなんでも相談室に河川整備基金より 520,000 円受領、来年度へ繰越。 
 
支出の部 
 
1.④表彰関係支出 
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、郵送による実施。受賞者の交通費がないため大幅減。 
 
2.刊行支出 
31 巻 1 号のページ数増にともなう支出増による。 
 
4.⑦支払手数料 

総会会場キャンセル料 110,000 円のため増。 
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議案3 
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議案4 

理  事  選  任 （案） 
 

 定款第22条に基づき、令和3年4月27日の第42回評議委員会において、下記の方々が理事

に推薦された。 

 
理 事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小長井　一男 特定非営利活動法人　国際斜面災害研究機構　学術代表

川﨑　正彦 一般財団法人ダム技術センター　理事長

角　哲也 京都大学　防災研究所　水資源環境研究センター　教授

出水　重光 八千代エンジニヤリング株式会社　代表取締役社長

乘京　正弘 飛島建設株式会社　代表取締役社長

石井　秀紀 株式会社ニュージェック　常務取締役　国内技術本部長

石田　裕哉 株式会社建設技術研究所　大阪本社　副本社長

植本　実 日本工営株式会社　流域水管理事業本部　技師長

佐藤　健人 株式会社大林組　代表取締役　副社長執行役員

［新任］ 鎌屋　明
日立造船株式会社　機械・インフラ事業本部
執行役員　鉄構・防災ビジネスユニット長

白川　賢志 大成建設株式会社　常務執行役員　土木本部副本部長兼土木部長

［新任］ 石黒　幸文 中部電力株式会社　再生可能エネルギーカンパニー　事業推進部長

高田　悦久 鹿島建設株式会社　専務執行役員　土木管理本部　副本部長

多田　隆司 関西電力株式会社　執行役常務

林　俊克 株式会社ＩＨＩインフラシステム　技監

日置　秀彦 独立行政法人水資源機構　副理事長

藤田　司 株式会社安藤・間　建設本部　土木事業統括部　専門部長

溝渕　利明　 法政大学　デザイン工学部　都市環境デザイン工学科　教授

［新任］ 道奥　康治 法政大学　デザイン工学部　都市環境デザイン工学科　教授

［新任］ 古関　潤一 東京大学　工学系研究科　社会基盤学専攻　教授

村上　章 京都大学　理事・副学長

安田　吾郎 一般財団法人水源地環境センター　理事

柳川　晃 独立行政法人水資源機構　理事

吉田　等 一般財団法人ダム技術センター　ダム技術研究所長

［退任］ 石川　忠晴 東京工業大学　名誉教授

［退任］ 松尾　直規 中部大学　名誉教授

［退任］ 鈴木　英也 中部電力株式会社　専務執行役員　再生可能エネルギーカンパニー　社長

［退任］ 嶋　宗和 日立造船株式会社　常務執行役員　社会インフラ事業本部長
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議案5 

監  事  選  任 （案） 
 

 定款第22条に基づき、令和3年4月27日の第42回評議委員会において、下記の方々が監事

に推薦された。 

 
監 事 

 

 

 

工藤　啓 一般財団法人　日本ダム協会　専務理事

佐藤　俊哉 電源開発株式会社　執行役員
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報告1 

令和3年度 事業計画 

（令和3年4月1日 ～ 令和4年3月31日） 

 

令和2年度に引き続き、ダム工学研究の向上発展を図ることを目的とし、以下の事業

を実施する。また、事業実施にあたっては、WEB会議システムの活用を十分に図ると共

に、新型コロナウィルス感染症の状況により、必要な見直しを行う。 

 

 
１．委員会等活動 

１）通常総会 
２）理事会 
３）評議委員会 
４）委員会 
 ・企画運営委員会 
 ・編集委員会 
 ・調査研究委員会 
 ・災害調査委員会 
 ・表彰委員会 
 ・選考委員会 
 ・技術開発賞公開審査会 
 ・優秀発表賞選考委員会 
 の各委員会を開催する。 

 
 
２．行事活動 

１）学術講演会        １回 
２）研究発表会        １回 
３）現地見学会        １回 
４）講習会          １回 
５）ダム工学会賞 表彰式   １回 
６）活性化関連活動 
・地域活動 
・若手の会 
・ダムなんでも相談室（PRカード作成） 
・“with Dam★Night” 東京、東北、中部・近畿、中国・四国、九州 
で開催。 

１）、２）、４）、５）合同開催 
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３．出版・広報活動 

１）学会誌「ダム工学」 
VOL.31 No.2 2021年 9月 発行予定（2021年 9月15日号） 
VOL.32 No.1 2022年 3月 発行予定（2022年 3月15日号） 
 

２）ダム工学会ホームページの運用、メルマガ通信の配信 

   ダム工学会ホームページを一部改修する。 

 

３）戦略的・効果的な広報の実施 

   ダム工学会ホームページを活用し、一般の方にダムに関する見学会等のイ

ベント情報をはじめ、ダムの役割などの知識の提供を行う。また、活性化関

連活動を通じてダムに関する戦略的・効果的な広報を実施する。 

 

 
４．研究活動 

1）～7）の研究部会の活動と共に、交流研究事業に取り組む。 
 

４．１ 研究部会 令和3年度活動内容 

１）コンクリートダム研究部会 
前年度に引き続き、「ダム管理期間としてのIV期設定」に関する研究につ

いて、会誌「ダム工学」へ投稿する。また、新規研究テーマを検討・選定の
うえ、分担作業しながら報文のとりまとめを行う。 
 

２）フィルダム研究部会 
前年度に引き続き、ダム型式（アースフィル、ゾーン型ロックフィル、表

面遮水型）、新規建設・再開発（嵩上げ、耐震補強）、適用した設計基準（構
造令制定の前後）、施工方法等を考慮して、代表ダムを選定し、諸情報をと
りまとめ、分析する。 
 

３）地質・基礎研究部会 
前年度に引き続き、「ダム（堤体、貯水池周辺斜面）の維持管理・再開発

における地質調査に関する研究」について討議し、会誌「ダム工学」への報
文としてとりまとめる。併せて、新規研究テーマの検討を進める。 

 
４）維持管理研究部会 

「ダム堆砂の有効活用に関する事例研究」について、令和2年度に実施し
た「意見公募やダム管理者との意見交換会」の結果なども反映させて、研究
成果をとりまとめ、会誌「ダム工学」へ投稿する。 

 
５）施工研究部会 

前年度に引き続き、近年施工された個別ダムの品質管理方法、品質管理デ
ータをもとに、「ダムコンクリート強度試験の合理化」の可能性について詳
細な討議を行う。 
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６）ダム技術史研究部会 
前年度に引き続き、技術的な分岐点となるダム技術史のとりまとめを行う 

    とともに、出版に向けた調整を実施する。 
 

７）ダム貯水池課題研究部会 
前年度に引き続き、ダム再生に関わる様々な情報収集、並びに、ダムの効

果の即時的な情報開示と事前放流について検討する「ダム大規模洪水対応W
G」の活動を行いながら、会誌「ダム工学」への部会報告を作成する。 

 
４．２ 交流研究事業 

「ダムコンクリートの温度ひび割れに関する研究」、「コンクリートダム躯体の

健全度評価のための非破壊試験に関する研究」、「ダム下流への土砂供給によって

形成される河床地形の物理－生態環境評価手法に関する研究」の3テーマを継続す

る。 

 

１）ダムコンクリートの温度ひび割れに関する研究 

前年度に引き続き、解析モデル数を増やして解析を行い、温度ひび割れ発生確

率曲線の作成を行っていく。 

 

２）コンクリートダム躯体の健全度評価のための非破壊試験に関する研究 

非破壊試験方法のうち、衝撃弾性波法および赤外線サーモグラフィ法を用いて

コンクリートのひび割れ、水平打継部の一体性評価方法を検討する。 

 

３）ダム下流への土砂供給によって形成される河床地形の物理－生態環境評価手 

法に関する研究 

ダム下流河川における土砂水理学的プロセスを経て形成される早瀬·淵·ワン

ド等の生息場構造を河川管理指標として、生物多様性と砂州フィルタリングによ

る水質浄化機能を保全する新たな河川管理概念について応用生態工学会と連携

しながら検討する。 
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令和３年度 収支予算 

（令和3年4月1日～令和4年3月31日） 

報告 2 

科目 予算額 前年度予算額 差異 備考

１．会費収入（①～④計） 10,790,000 10,790,000 0

①正会員会費 3,600,000 3,600,000 0 H30-R1度決算額考慮

②学生会員会費 0 0 0

③シニア会員会費 190,000 190,000 0 H30-R1度決算額考慮

④賛助会員会費 7,000,000 7,000,000 0 H30-R1度決算額考慮

２．事業収入（①～⑦計） 1,920,000 2,425,000 △ 505,000

①総務小委員会収入 0 370,000 △ 370,000 懇親会中止

②研究発表会収入 200,000 200,000 0 学術研究発表会参加費

③現地見学会収入 1,215,000 1,215,000 0

第46回現地見学参加費
(大ダム会議と合同開催予定)
大ダム会議負担金除く

④講習会収入 0 0 0

⑤表彰関係収入 15,000 0 15,000 技術開発賞収入

⑥活性化推進収入 490,000 640,000 △ 150,000 活性化推進小委員会

　　　若手の会 150,000 150,000 0 若手技術者勉強会参加費

　　　ダムなんでも相談室 0 0 0 CMED会補助金除く

　　　北海道ブロック 20,000 170,000 △ 150,000 ダム見学会(支部)参加費

　　　東北ブロック 20,000 20,000 0 ダム見学会(支部)参加費

　　　中部近畿ブロック 150,000 150,000 0 with Dam Night会費

　　　中国四国ブロック 0 0 0

　　　九州ブロック 150,000 150,000 0
with Dam Night会費
ダム見学会（支部）参加費

      With Dam Night　2021 0 0 0

⑦調査研究収入 0 0 0 調査研究委員会

　　　コンクリートダム研究部会 0 0 0

　　　フィルダム研究部会 0 0 0

　　　地質・基礎研究部会 0 0 0

　　　維持管理研究部会 0 0 0

　　　施工研究部会 0 0 0

　　　ダム技術史研究部会 0 0 0

　　　ダム貯水池課題研究部会 0 0 0

　　　交流研究事業 0 0 0

３．刊行収入等（①～④計） 900,000 1,001,000 △ 101,000

①会誌一般頒布収入 196,000 296,000 △ 100,000 購読会員会費（2回\6,000）

②会誌広告料 600,000 600,000 0 会誌広告料（発行回数2回）

③抜刷別刷収入 74,000 75,000 △ 1,000 会誌の抜刷・カラー印刷

④その他収入 30,000 30,000 0 JST特許料・学術著作権複写

４．図書出版事業収入 30,000 30,000 0
フィルダムの変位計測に関する
GPS利用マニュアル、ダムの科学

５．雑収入（①～②計） 1,051,000 1,571,000 △ 520,000

①補助金収入 1,050,000 1,570,000 △ 520,000

大ダム会議負担金(\50,000）
CMED会(\200,000)
九州地方計画協会(\800,000）

②受取利息 1,000 1,000 0 銀行利息

小計（１～５計） 14,691,000 15,817,000 △ 1,126,000

６．前年度繰越金 18,350,130 16,425,960 1,924,170

合計（小計+６） 33,041,130 32,242,960 798,170

収入の部
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科目 予算額 前年度予算額 差異 備考

１．事業支出（①～⑦計） 10,479,000 10,882,000 △ 403,000

①研究発表会支出 955,000 955,000 0 学術研究発表会小委員会

②現地見学会支出 1,565,000 1,455,000 110,000
現地見学小委員会
(大ダム会議と合同開催予定)

③講習会支出 250,000 450,000 △ 200,000 講習会小委員会

④表彰関係支出 1,186,000 1,210,000 △ 24,000 表彰・選考委員会

⑤広報支出 160,000 120,000 40,000
広報小委員会(HP管理費)
HP一部改修費

⑥活性化推進支出 5,580,000 5,870,000 △ 290,000 活性化推進小委員会

若手の会 1,450,000 1,450,000 0 若手技術者勉強会

ダムなんでも相談室 920,000 920,000 0
ダムなんでも相談室経費
PRカード作成費

北海道ブロック 410,000 700,000 △ 290,000 ダム見学会(支部) 経費

東北ブロック 450,000 450,000 0
with Dam Night・
ダム見学会(支部) 経費

中部近畿ブロック 520,000 520,000 0 with Dam Night 経費

中国四国ブロック 300,000 300,000 0 with Dam Night 経費

九州ブロック 1,280,000 1,280,000 0
with Dam Night・
ダム見学会(支部) 経費

With Dam Night　2021 250,000 250,000 0 with Dam Night 経費

⑦調査研究支出 783,000 822,000 △ 39,000 調査研究委員会

コンクリートダム研究部会 1,000 31,000 △ 30,000 部会 経費

フィルダム研究部会 0 0 0

地質・基礎研究部会 30,000 30,000 0 現地調査等 経費

維持管理研究部会 60,000 60,000 0 現地調査等 経費

施工研究部会 0 0 0

ダム技術史研究部会 1,000 1,000 0 残高証明発行手数料

ダム貯水池課題研究部会 91,000 100,000 △ 9,000 部会 経費

交流研究事業 600,000 600,000 0 交流研究補助金３テーマ分

２．刊行支出 2,900,000 2,900,000 0

①会誌作成費 2,900,000 2,900,000 0
発送料・抜刷別刷料含む
（会誌発行2回、委員会4回）

３．図書出版事業支出 0 0 0

４．事務支出（①～⑪計） 1,260,000 2,000,000 △ 740,000

①会場費 400,000 420,000 △ 20,000 第31回総会 経費等（Web活用）

②会議費 50,000 680,000 △ 630,000 総会後の懇親会中止

③印刷製本費 30,000 210,000 △ 180,000 第31回総会（Web活用）

④諸謝金 135,000 135,000 0 ダム工学 巻頭言・査読料

⑤消耗品費 0 0 0

⑥通信費 100,000 100,000 0 会費請求書　送付等

⑦支払手数料 150,000 60,000 90,000 WEBバンク・口座振替手数料

⑧旅費交通費 0 0 0

⑨コンサルタント料 200,000 200,000 0
会計顧問報酬
登記役員変更手続き代行料

⑩雑費 150,000 150,000 0
ダム日本購読料,日本工学会会費
防災学術連携体会費

⑪源泉徴収費 45,000 45,000 0 諸謝金に対する源泉徴収

５．予備費支出 100,000 100,000 0

小計（１～５計） 14,739,000 15,882,000 △ 1,143,000

６．繰越金 18,302,130 16,360,960 1,941,170

合計（小計+６） 33,041,130 32,242,960 798,170

R3の予算収支　 14,691,000　－　14,739,000      ＝　　 -48,000¥                     

R2の予算収支　 15,817,000　－　15,882,000      ＝　　 -65,000¥                     

（単位：円）

支出の部
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報告3 

 評 議 委 員 の 紹 介  

 

 定款細則第６条に基づき、令和3年4月27日の第42回評議委員会において、下記の方々が

評議委員に選出された。 

 
評議委員 

石田　哲也 東京大学　工学系研究科　社会基盤学専攻　教授

井根　健 株式会社ニュージェック　執行役員　国内技術本部長代理

加瀬　俊久 清水建設株式会社　土木技術本部　上席エンジニア

［新任］ 糠谷　勝彦 三井住友建設株式会社　土木本部　土木統括室　担当部長

黒瀬　高秀
東京電力ホールディングス株式会社　技術戦略ﾕﾆｯﾄ　土木・建築統括室
地圏土木技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ　ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

桑野　陵一 前田建設工業株式会社　施工支援部　ダム工事担当部長

佐藤　正俊 中部電力株式会社　電力技術研究所　土木グループ長

首藤　祐司 株式会社ＩＨＩインフラシステム　理事・鉄構技術室長

鈴木　孝雄 日本工営株式会社　河川水資源事業部　副技師長

高木　秀和 株式会社熊谷組　土木事業本部　ダム技術部　部長

髙橋　定雄 一般財団法人　水源地環境センター　水源地環境技術研究所長

高橋　努 八千代エンジニヤリング株式会社　取締役　常務執行役員

立花　猛
株式会社エイト日本技術開発　国土インフラ部　河川・港湾グループ
グループサブマネージャー

筒井　勝治 関西電力株式会社　水力事業本部　水力部長

［新任］ 片岡  大到 佐藤工業株式会社　大阪支店　川上ダム作業所　所長

箱石　憲昭 国立研究開発法人　土木研究所　水工研究グループ長　

［新任］ 浜中　直樹 東京都水道局　建設部　施設設計課　課長

［新任］ 足達　謙二 独立行政法人　水資源機構　ダム事業本部　ダム事業部長

水摩　智嘉 株式会社建設技術研究所　東京本社　ダム部　部長

［新任］ 矢野　真一郎 九州大学　工学研究院環境社会部門　教授

目黒　信晴 飛島建設株式会社　土木事業本部　営業統括部　担当部長

［退任］ 道奥　康治 法政大学　デザイン工学部　都市環境デザイン工学科　教授

［退任］ 成田　岳人 東京都　水道局　建設部　施設設計課長

［退任］ 日野　浩二 独立行政法人　水資源機構　ダム事業本部　ダム事業部長

［退任］ 野稲　清 佐藤工業株式会社　　成瀬ダム原石山作業所　工事長

［退任］ 木元　敏徳 三井住友建設株式会社　土木本部　土木工事管理部　部長
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報告4 

令和 2 年度 ダム工学会賞受賞者 
 

１．功績賞 

功績賞は、技術賞と同等の業績または論文賞と同等の論文発表等の積み重ねによって、ダ

ム事業の発展やダム工学の進歩に著しい貢献をなしたと認められた個人または団体、あるい

はダム工学会の運営に寄与し、学会の声価を高め、その興隆に著しい貢献をなしたと認めら

れた個人または団体に対して授与する。 

 

 １）特別功績賞 

   ダム工学の進歩及びダム工学会の発展に特に著しい貢献 

 

受 賞 者 所 属 

岡本 政明 (株)ニュージェック 特別顧問 

 

 ２）功績賞 

   ダム工学の進歩及びダム工学会の発展に貢献 

 

受 賞 者 所 属 

岡野 眞久    － 

長束 勇 島根大学 名誉教授 

高田 悦久 鹿島建設(株) 専務執行役員 

森 秀人 (株)建設技術研究所 顧問 

 

 

２．技術功績賞 

技術功績賞は、ダムの建設・管理等の実務の積み重ねにより、ダム技術の進歩及び発展に

著しい貢献をなしたと認められる個人に授与するものとする。 

 

受 賞 者 所 属 

岡崎 義和 (株)IHI 中国支社 

土肥 肇 大阪砕石エンジニアリング（株） 

河合 廣治 (株)IHI ｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑ 鉄構技術室水門設計部 
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３．技術貢献賞 

技術貢献賞は、ダムの建設・管理等の実務において、ダム工学の進歩、発展及びダム技術

の普及、継承に著しい貢献をなしたと認められる活動を行った団体に授与するものとする。 

 

受 賞 者 所 属 

 （今年度は受賞団体なし） 

４．技術賞 

技術賞は、ダムの計画、設計、施工、または維持管理等に関して、ダム技術の発展に著し

い貢献をなしたと認められた画期的な事業または業務を実施した個人または団体に対して

授与する。 

 

事 業 名 ・ 業 務 名 受 賞 者・共 同 受 賞 者 

とうま農地防災事業 当麻ダム

洪水吐建設工事 

国土交通省北海道開発局旭川開発建設部 

(株)大林組、西田鉄工(株)、佐藤鉄工(株) 

ＮＴＣコンサルタンツ(株) 

中筋川総合開発事業（横瀬川ダ

ム） 

国土交通省四国地方整備局 

西松建設(株) 

八千代エンジニヤリング(株) 

令和元年台風第 19 号における

草木ダム洪水調節操作 
独立行政法人水資源機構 

簗川ダム建設（堤体工）工事 

岩手県広域振興局 

清水建設(株)・(株)鴻池組・(株)平野組特定共同企業体 

西田鉄工(株)、丸島アクアシステム(株) 

日本工営(株) 

最上小国川流水型ダム建設事業 

山形県 

前田・飛島・大場特定建設工事共同企業体 

飯田鉄工(株) 

(株)クレアリア、(株)建設技術研究所 

千本ダム堤体補強工事 

松江市上下水道局 

(株)大林組 

(一財)ダム技術センター、中電技術コンサルタント(株) 

ナムニアップ１水力発電プロジ

ェクトにおける RCC ダム建設 

関西電力(株) 

(一財)電力中央研究所 

(株)大林組、(株)ＩＨＩインフラシステム 

(株)ＫＡＮＳＯテクノス、(株)ニュージェック 
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５．論文賞 

論文賞は、ダム工学会が刊行する論文集「ダム工学」及び、これと同等の会誌にダム工

学に関わる独創的な論文を発表し、ダム工学における学術、技術の発展に著しい貢献をな

したと認められた本会会員である個人または本会会員を含む団体に対して授与する。 

 論  文  名  受  賞  者 

 
1 

（Ⅱ類 コンクリートダム部門） 
コンクリートダム施工時の温度応力に及ぼす自己収縮ひ

ずみの影響に関する研究 

 

佐藤 英明 

宮澤 伸吾 

 
2 

（Ⅰ類 企画計画部門） 
カスケード発電ダム群のモデル化と洪水時操作の最適化

の検討 

 

西原 克哉 

川崎 昭如 

3 （Ⅳ類 維持管理部門） 

長時間アンサンブル降雨予測を用いた大型台風接近時に

おける効果的なダム事前放流方法の検討 

 

木戸研太郎 

角  哲也 

道広 有理 

木谷 和大 

4 （Ⅴ類 その他部門） 

東南アジアにおける水力 IPP プロジェクトのリスクマネ

ジメント ～ラオス国ナムニアップ１プロジェクトにお

ける水文・地質・移転リスク～ 

 

筒井 勝治 

村上 嘉謙 

喜多 伸明 

冨岡 健一 

5 （Ⅱ類 コンクリートダム フィルダム部門） 

ダムの動的解析における堤体と基礎地盤の相互作用に関

する理論的解釈および考察 

 

永山 功 

 

６．技術開発賞 

技術開発賞は、ダムの調査、試験、設計、施工または維持管理等において、創意工夫に

富む技術を開発実用化し、ダム技術の発展に著しい貢献をなしたと認められた本会会員で

ある個人または本会会員を含む団体に対して授与する。 

 技 術 開 発 件 名  受  賞  者 

  
（今年度は募集していない） 



 
 

３５ 

 

７．著作賞 

著作賞は、ダム工学を体系化し、またはダム工学における新しい分野を集大成し、ダム

工学、ダム技術の発展に著しい貢献をなしたと認められた工学的な著作の著者、またはダ

ム工学、ダム技術の意義あるいはダム技術者の活躍を広く世に紹介することに著しい貢献

をなしたと認められた一般的な著作の著者に対して授与する。 

 

著 作 名 受 賞 者 

ダムと緑のダム 

東京大学名誉教授     虫明 功臣 

福島大学名誉教授 

東京大学名誉教授     太田 猛彦 

水源地環境センター    髙橋 定雄 

水源地環境研究所長 

東亜建設工業 顧問    井山 聡 

政策研究大学院大学 教授 小山内 信智 

水源地環境センター 理事 安田 吾郎 

治水の名言 

～水災害頻発、先人の知恵に学ぶ～ 

風土工学デザイン研究所 

理事長     竹林 征三 



 
 

３６ 

 

令和 2 年度 ダム工学会技術賞 受賞ダム 

 

 

 

当麻ダム  横瀬川ダム 

 

 

 

草木ダム  簗川ダム 

 

 

 
最上小国川ダム  千本ダム 

  

ナムニアップ 1 ダム   



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幅広い分野の会員からなる一般社団法 
人ダム工学会は、工学の総合的な発展 
に貢献しています。 

 
一般社団法人ダム工学会 
Japan Society of Dam Engineers 
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